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２
０
０
８
年
３
月
６
日
〜
　
優
良
タ
ク
シ
ー
運
転
者
乗
り
場

個
人
も
次
々
と
入
構
！
　
順
調
な
ス
タ
ー
ト

３
月
６
日
（
木
）
か
ら
、
新
橋
駅
東
口
に
優
良
タ
ク
シ
ー
運
転
者
乗
り
場

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
利
用
者
が
タ
ク
シ
ー
を
選
択
で
き
る
環
境
を
整

備
し
、
利
用
者
利
便
の
確
保
・
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
当
日
は
事
業
者
さ
ん
た
ち
の
協
力

に
よ
り
、
朝
早
く
か
ら
個
人
も
入
構

し
て
い
ま
し
た
。
優
良
乗
り
場
は
３

６
５
日
24
時
間
、
土
日
も
入
構
で
き

ま
す
。「
そ
れ
は
あ
り
が
た
い
」
と
い

う
声
も
多
く
、
特
に
土
曜
日
な
ど
の

個
人
の
入
構
も
増
え
る
の
で
は
な
い

乗り場稼働状況

○個人タクシー役員による調査

　（10時～16時の昼間時間帯）

　3月６日（木）～12日（水）　＊土日を除く５日間

・ 延べ76台により延べ２７６回の輸送を行った

・ ３名の方が５日間連続で協力してくれた

○タクシーセンターによる調査

　（９時～深夜終了時）

　３月６日（木）～12日（水）　＊７日間

〔優良乗り場〕3,004台（37％）　1日平均429台

〔一般乗り場〕5,106台（63％）　1日平均729台

〔優良乗り場の内訳〕法人　　2,167台（72％）

　　　　　　　　　個人  　　837台（28％）

〔優良乗り場　個人の内訳〕

マスター　　　　　　　　　　　　　393台

優良表彰者　　　　　　　　　　　　 ４４４台

（マスターとの重複者を含む）

●
６
日
、
７
日
に
乗
り
場
を
視
察
し
た
相
澤
豊
理
事
か
ら

良
い
評
判
を
広
め
、
ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
ほ
し
い

で
し
ょ
う
か
。
優
良
乗
り
場
の
存
在

が
定
着
す
れ
ば
、
一
部
の
マ
ナ
ー
の

悪
い
車
が
入
り
づ
ら
く
な
り
、
乗
り

場
の
環
境
も
良
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
利
用
者
へ
の

Ｐ
Ｒ
が
不
可
欠
で
す
。

　「
差
別
だ
」
と
の
声
も
あ
り
ま
す

が
、
優
良
乗
り
場
は
誰
で
も
努
力
す

れ
ば
入
れ
る
も
の
。
特
に
個
人
タ
ク

シ
ー
は
、
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
に
参
加

し
て
み
つ
星
に
な
る
ま
で
、
わ
ず
か

３
年
で
そ
の
資
格
を
得
ら
れ
る
の
で

す
。
差
別
の
意
味
が
違
う
と
い
う
こ

と
を
理
解
し
、
ぜ
ひ
協
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

優良タクシー運転者乗り場に乗り入れ
る個人事業者

関
東
支
部
と
関
東
運
輸
局
の
意
見
交
換
会
開
催

意
見
を
理
解
し
合
い
、
共
に
歩
ん
で
い
く

３
月
５
日
（
水
）
午
後
２
時
か
ら
、
譖
全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
関
東
支
部

で
譖
全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
関
東
支
部
主
催
の
「
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
に

関
す
る
意
見
交
換
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

関
東
運
輸
局
の
益
田
自
動
車
交
通
部
長
を
は
じ
め
、
局
、
支
局
の
担
当
官
20

名
に
出
席
い
た
だ
き
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

譖
全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会

関
東
支
部
長
　
原
　
勇

両
者
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に

　
昨
年
は
運
賃
改
定
で
ご
当
局
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
禁
煙

問
題
で
は
何
と
か
法
人
個
人
合
わ
せ

て
９
割
を
ク
リ
ア
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
法
人
が
１
０
０
％
で
実
施
し
て

い
る
と
い
う
の
が
前
提
で
し
た
。
わ

れ
わ
れ
業
界
で
も
き
ち
ん
と
対
応

し
、
事
業
者
に
健
康
増
進
問
題
も
含

め
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

　
明
日
、
優
良
タ
ク
シ
ー
運
転
者
乗

り
場
が
新
橋
で
開
設
さ
れ
ま
す
。
平

成
10
年
に
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
を
取
り

入
れ
、
12
年
に
マ
ス
タ
ー
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
利
用
者
に

い
か
に
個
人
タ
ク
シ
ー
の
取
り
組
み

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
か
、
い
ろ
い

ろ
と
努
力
し
た
わ
け
で
す
。
行
政
の

後
押
し
も
あ
り
、
今
回
や
っ
と
、
わ

れ
わ
れ
の
目
的
で
あ
り
マ
ス
タ
ー
ズ

制
度
の
社
会
的
認
知
の
第
一
歩
で
も

あ
る
優
良
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
開
設

が
具
体
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
応

え
る
た
め
に
は
、
と
に
か
く
成
功
に

導
く
こ
と
。
そ
し
て
、
利
用
者
の
要

望
、
後
押
し
で
優
良
乗
り
場
が
他
の

地
域
に
も
波
及
し
、
一
つ
で
も
増
え

て
い
く
こ
と
が
一
番
の
理
想
で
す
。

ス
タ
ー
ト
に
つ
ま
ず
か
な
い
よ
う
、

業
界
を
あ
げ
て
機
会
あ
る
ご
と
に
事

業
者
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
交
換
会
が
有
意
義
で
あ
る
よ

う
に
、
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
に
と
い

う
考
え
の
下
、
よ
り
充
実
し
た
内
容

の
意
見
を
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
を
両
者

に
還
元
し
、
反
映
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

関
東
運
輸
局
自
動
車
交
通
部
長

益
田
　
浩

個
人
タ
ク
シ
ー
に
期
待
大

　
運
賃
改
定
に
関
し
て
、
個
人
タ
ク

シ
ー
業
界
で
は
効
果
が
出
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
禁
煙
の
問
題

も
、
個
人
タ
ク
シ
ー
業
界
の
皆
様
に

ご
協
力
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
運
賃
改

定
か
ら
端
を
発
し
た
タ
ク
シ
ー
の
あ

り
方
、
規
制
の
見
直
し
が
現
在
動
い

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
一

年
だ
け
で
も
い
ろ
い
ろ
な
動
き
が
あ

り
、
大
変
大
き
な
流
れ
の
中
で
一
緒

に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
明
日
か
ら
優
良
タ
ク
シ
ー
運
転
者

乗
り
場
が
新
橋
で
始
ま
り
ま
す
。
選

択
の
機
会
を
増
や
す
と
い
う
観
点

で
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
優
良
運

転
者
の
基
準
に
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
を

入
れ
る
の
は
お
か
し
い
、
法
人
・
個

人
で
条
件
を
同
じ
に
す
る
べ
き
だ
」

と
い
う
強
い
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
個
人
タ
ク
シ
ー
業
界
は
独

自
に
質
の
向
上
に
努
め
、
み
つ
星
と

い
う
ス
テ
ー
タ
ス
ま
で
作
っ
て
い
ま

す
。
み
つ
星
が
入
れ
な
い
優
良
乗
り

場
で
は
意
味
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
の
形
で
乗
り
場
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
ま
ず
は
新
橋
の

交換会への期待を述べる原支部長

（
２
面
へ
続
く
）
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一
ヵ
所
で
実
施
し
ま
す
が
、
今
後
、

優
良
乗
り
場
が
増
え
て
い
く
か
ど
う

か
は
、
ひ
と
え
に
個
人
タ
ク
シ
ー
業

界
の
ご
協
力
に
か
か
っ
て
い
る
の
で

す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
の
意
見
交
換
会
の
項
目
の
中

に
は
、
本
省
と
の
意
見
交
換
の
結
果

が
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
今
回
も
意
見
交
換
を
き

ち
ん
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
実
現
に

結
び
付
け
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。

意
見
・
要
望
の
内
容

１
　
試
験
制
度
に
つ
い
て

①
許
可
申
請
回
数
の
増
加

　
年
２
回
の
許
可
申
請
に
よ
る
年
２

回
試
験
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

②
法
令
・
地
理
試
験
の
分
離

　
法
令
・
地
理
の
試
験
を
分
離
し
て
、

仮
に
法
令
で
合
格
点
を
取
っ
て
地
理

が
不
合
格
点
と
な
っ
た
場
合
は
、
地

理
だ
け
の
再
試
験
を
受
け
て
合
格
点

を
取
る
こ
と
に
よ
り
、
試
験
合
格
と

す
る
制
度
に
改
め
ら
れ
た
い
。

③
処
理
期
間
の
短
縮

　
挙
証
資
料
等
に
問
題
の
な
い
申
請

者
に
つ
い
て
は
、
全
員
そ
ろ
う
の
を

待
つ
こ
と
な
く
、
短
縮
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

④
地
理
試
験
の
出
題
範
囲
を
地
域
選

択
制

　
地
理
試
験
の
出
題
範
囲
を
営
業
実

態
に
合
っ
た
地
域
選
択
制
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

２
　
審
査
基
準
（
運
転
経
歴
等
）
の

緩
和
に
つ
い
て

　
最
低
限
必
要
な
運
転
経
歴
「
10

年
」
を
「
７
年
」
に
短
縮
さ
れ
た
い
。

地
理
試
験
の
免
除
要
件
に
か
か
わ
る

タ
ク
シ
ー
・
ハ
イ
ヤ
ー
運
転
経
歴

「
10
年
」
を
「
７
年
」
に
、
無
事
故
無

違
反
「
５
年
間
」
を
「
３
年
間
」
に

そ
れ
ぞ
れ
短
縮
さ
れ
た
い
。

３
　
期
限
更
新
の
基
準
に
つ
い
て

①
期
限
更
新
基
準
で
の
審
査
期
間
を

ま
た
が
る
道
路
交
通
法
違
反
の
取
り

扱
い

　
道
路
交
通
法
の
一
つ
の
違
反
に
よ

り
、
違
反
日
と
免
停
処
分
日
が
期
限

更
新
時
の
審
査
期
間
を
ま
た
が
る
場

合
、
許
可
期
限
の
短
縮
が
当
該
更
新

時
と
次
期
更
新
時
の
二
度
に
わ
た
り

短
縮
さ
れ
る
こ
と
は
二
重
処
分
と
な

る
の
で
、
一
度
の
み
の
短
縮
に
改
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

②
期
限
更
新
基
準
の
緩
和

　
許
可
期
限
５
年
を
有
す
る
も
の
が

反
則
点
４
点
も
し
く
は
道
交
法
違
反

４
回
以
上
の
場
合
の
許
可
期
限
１
年

に
短
縮
は
厳
し
い
の
で
、
見
直
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

③
協
会
未
加
入
者
に
対
す
る
期
限
更

新
時
講
習
等
の
実
施

　
運
輸
支
局
に
よ
る
講
習
の
義
務
付

け
を
要
望
し
ま
す
。

４
　
適
正
化
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

　「
個
人
タ
ク
シ
ー
適
正
化
対
策
に

係
る
事
案
通
報
」
規
程
の
通
報
案
件

を
１
年
以
内
に
２
回
か
ら
２
年
以
内

に
２
回
以
上
の
是
正
指
導
を
受
け
た

者
に
改
め
、
適
正
化
対
策
の
強
化
を

早
期
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

５
　
表
示
通
達
（
屋
上
表
示
灯
）
に

つ
い
て

　
運
転
者
の
登
録
を
行
う
指
定
地
域

制
度
導
入
の
際
、
東
京
に
合
わ
せ
て

夜
間
実
車
時
に
屋
上
表
示
灯
を
消
灯

す
る
よ
う
表
示
通
達
の
見
直
し
を
要

望
し
ま
す
。

６
　
車
検
有
効
期
間
の
延
長
に
つ
い
て

　
新
車
の
事
業
用
自
動
車
は
、
初
年

度
の
車
検
有
効
期
間
を
２
年
に
延
長

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

７
　
駅
構
内
権
に
つ
い
て

　
駅
構
内
入
構
の
自
由
化
は
、
個
人

タ
ク
シ
ー
事
業
の
経
営
に
極
め
て
重

要
で
す
。
引
き
続
き
、
行
政
か
ら
の

強
力
な
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

８
　
規
制
緩
和
後
６
年
を
経
過
し
て

①
新
規
許
可
の
厳
格
化
等

　
事
業
計
画
、
資
金
計
画
等
に
つ
い

て
現
地
調
査
も
含
め
て
厳
格
に
審
査

す
る
よ
う
要
望
す
る
と
と
も
に
、
新

規
許
可
事
業
者
の
事
業
用
自
動
車
は

「
新
車
」
に
限
定
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

②
下
限
割
れ
運
賃
申
請
の
厳
格
化

　
自
動
認
可
運
賃
の
範
囲
を
下
回
る

運
賃
へ
の
変
更
認
可
申
請
に
つ
い
て

は
、
よ
り
厳
格
な
審
査
を
要
望
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
継
続
認
可
の
際
に

は
、
前
年
度
実
績
の
公
表
等
透
明
化

を
図
っ
た
上
で
処
分
さ
れ
た
い
。

（
１
面
よ
り
続
き
）

理
事
会
の
焦
点

さ
ま
ざ
ま
な
動
き
を
一
つ
一
つ
整
理
し
、

ク
リ
ア
し
て
い
く

　
３
月
18
日
（
火
）
午
後
１
時
か
ら

協
会
会
議
室
で
、
理
事
全
員
の
出
席

の
下
、
第
10
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
冒
頭
、
ま
ず
原
会
長
は
３
月
６
日

に
ス
タ
ー
ト
し
た
優
良
タ
ク
シ
ー
運

転
者
乗
り
場
の
稼
働
状
況
に
つ
い
て

触
れ
、
引
き
続
き
の
協
力
を
要
請
し

ま
し
た
。
続
い
て
４
月
１
日
か
ら
適

用
に
な
る
マ
ス
タ
ー
事
業
者
の
タ
ク

シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
負
担
金
軽
減
と
、

営
業
所
の
略
称
の
区
名
で
の
表
示
に

つ
い
て
も
報
告
。
ま
た
、
６
月
１
日

か
ら
は
い
よ
い
よ
後
部
座
席
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
が
義
務
化
さ
れ
ま

す
。
違
反
点
数
の
対
象
と
も
な
る
こ

と
か
ら
、
個
人
タ
ク
シ
ー
な
ど
事
業

用
自
動
車
の
罰
則
軽
減
対
策
を
要
望

し
て
い
く
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
動
き
を
「
一
つ
一
つ
整
理

し
、
ク
リ
ア
し
て
い
き
た
い
」
と
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　
今
回
あ
げ
ら
れ
た
報
告
事
項
は
７

件
。
報
告
事
項
７
「
マ
ス
タ
ー
ズ
制

後部座席のシートベルト着用義務
化など、営業にかかわりのある動
きがスタート

度
参
加
率
『
平
成
20
年
３
月
１
日
現

在
』
に
つ
い
て
」
で
は
、
関
東
支
部

管
内
の
参
加
率
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
東
京
は
平
成
19
年
６
月
の
基
準

か
ら
５
・
７
％
ア
ッ
プ
し
、
３
月
現

在
で
52
・
５
％
で
す
。

　
続
い
て
議
題
「
総
会
提
出
議
案
に

関
す
る
件
（
１
）
役
員
等
選
任
規
約

一
部
改
定
に
関
す
る
件
」
に
つ
い
て

審
議
し
、
採
決
の
結
果
、
議
題
は
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
終
了
後
、
前
田
専
務
か
ら
参

考
資
料
と
し
て
「
精
神
障
害
者
割
引

導
入
一
括
申
請
」
と
「
定
額
運
賃
変

更
申
請
」
の
２
点
に
つ
き
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
身
体
障
害

者
、
知
的
障
害
者
割
引
に
加
え
、
障

害
者
の
自
立
支
援
を
目
的
に
、
精
神

障
害
者
割
引
導
入
に
つ
い
て
一
括
で

申
請
を
行
い
ま
す
（
従
前
ど
お
り
、

手
帳
を
提
示
さ
れ
た
方
に
対
し
て
１

割
引
）。
同
時
に
、
初
乗
運
賃
額
７
１

０
円
の
事
業
者
に
限
り
、
以
前
か
ら

要
望
し
て
い
た
３
車
種
区
分
（
特
大

車
、
大
型
車
、
普
通
車
）
で
の
認
可
も

い
た
だ
き
、
今
後
は
代
替
に
よ
り
車

種
区
分
が
変
更
し
て
も
運
賃
変
更
認

可
申
請
は
不
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

定
額
運
賃
を
設
定
さ
れ
て
い
た
事
業

者
に
つ
い
て
は
、
新
運
賃
に
基
づ
く

運
賃
額
に
変
更
申
請
を
行
い
ま
す
。

平
成
19
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

運
送
事
業
者
の
責
任
を

平
成
20
年
４
月
６
日
（
日
）
〜

平
成
20
年
４
月
15
日
（
火
）

・
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　
平
成
20
年
４
月
10
日
（
木
）

１
　
重
点
目
標

（
１
）
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

（
２
）
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

（
３
）
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

（
４
）
飲
酒
運
転
の
撲
滅

２
　
自
動
車
運
送
事
業
者
の
交
通
安

全
運
動
の
推
進

　
運
送
事
業
の
運
営
を
適
正
か
つ
合

理
的
に
行
い
、
利
用
者
の
安
全
性
、

利
便
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

他
の
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
。

３
　
事
業
用
自
動
車
等
の
安
全
運
行

の
確
保

４
　
車
両
の
安
全
対
策
の
推
進

５
　
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

６
　
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

①
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
乗
客
が
常
時
着

用
で
き
る
状
態
に
し
て
お
く

②
乗
客
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を

促
す

③
着
用
状
況
を
運
転
前
に
点
検
す
る

７
　
覚
せ
い
剤
の
使
用
防
止

８
　
広
報
活
動
の
推
進



1．健康診断受診状況【事業者】
○個人タクシー事業者数 17,807名

○健康診断受診事業者数    　

 （1）団体主催の健康診断受診者数

　　　　　　　　　　　　　　　　　       平成19年  平成18年

14,410名 （80.9％）（81.2％）

 （2）上記以外の健康診断受診者数

1,692名 （ 9.5％）（ 8.8％）

計　    16,102名 （90.4％）（90.0％）

○不受診事業者数　 1,705名 （ 9.6％）（10.0％）

◆受診率は前年より0.4ポイント増

○延べ受診事業者数 19,527名

○このうち再診･再検査等が必要となった事業者数

5,471名 （28.0％）（28.4％）

○このうち再診・再検査を受けた事業者数

2,438名 （44.6％）（36.6％）

◆再診再検査になる割合は前年より0.4ポイント減

◆実際に再診再検査を受診した事業者は8ポイント増

○健康診断不受診事業者の年齢構成

年齢 全事業者数 不受診者数
うち代務中･

不受診率
休止中

65歳以上 6,166名 134名 （13名） 2.2％

60～64歳 4,123名 409名 （11名） 9.9％

55～59歳 4,100名 502名 （4名） 12.2％

50～54歳 1,694名 291名 17.2％

45～49歳 909名 226名 24.9％

40～44歳 605名 109名 （1名） 18.0％

39歳以下 210名 34名 16.2％

   　　　 17,807名 1,705名 （29名）

◆若年層、特に45～49歳までの不受診率が高い

2．健康診断受診状況 【団体別受診率】
　全81団体中、54団体（67％）が90％以上の受診率。80％以上で

は75団体（93％）。また昨年は受診率60％台が2団体あったが本年

はすべて70％以上になった。

3．平成19年12月31日現在の傷病状況

事業者傷病系統
事業を休止中
（1ヵ月以上）

代務者雇用中 合計

脳神経系 18名 15名 33名

眼･耳･鼻･咽喉 11名 6名 17名

呼吸器系 10名 2名 12名

循環器系 21名 12名 33名

消化器系 33名 14名 47名

骨･関節 17名 7名 24名

その他 18名 5名 23名

128名 61名 189名

◆昨年同期は合計198名で、－9名

社団法人  東京都個人タクシー協会会報蘯　平成20年3月号 第405号

個人タクシー事業者の健康管理状況等調査報告書
平成19年１月１日～平成19年12月31日

4．団体における健康管理状況等について
（1）事業者に関心を持ってもらうための取り組み

①組合来所時には顔色を見るなどして健康状態をチェックし一声

かけるようにしている………………………………………65団体

②健康診断受診を促進するだけでなく、過労防止や休養の大切さ

についてよく話をしている…………………………………39団体

③健康診断表は手渡しするようにして今後の健康管理について話

し、サポートしている………………………………………30団体

④健康診断表を事業者に送付する際に再検査を受診するように文

書等を入れている……………………………………………24団体

⑤サークル活動に勧誘するなど、余暇の過ごし方についてよく話

をしている……………………………………………………21団体

⑥講習会等には家族にも参加してもらうなどして食生活や家庭で

の過ごし方等について話をしている……………………… 6団体

⑦その他………………………………………………………… 7団体

・毎月発行の機関紙に死亡原因・病気についてできる限り情報を

掲載し、注意を促している

・健康管理、特にタバコ、食事、睡眠について注意をしている

・再検査の結果を報告させている

（2）健康診断への助成（上部団体による助成も含める）

○している…………………………………64団体（79.0％）（79.3％）

○していない………………………………17団体（21.0％）（20.7％）

○助成額

金額 団体数 平成19年　　平成18年

3,000円以下 13 （16.0％） （15.9％）

3,001～6,000円 7 （8.6％） （7.3％）

6,001～9,000円 2 （2.5％） （4.9％）

9,001～12,000円 36 （44.4％） （40.2％）

12,001～15,000円 4 （4.9％） （6.1％）

15,000円以上 3 （3.7％） （4.9％）

助成なし 16 （19.8％） （20.7％）

計 81

※一般検診用と生活習慣病用等に分けて助成している団体もあるが、高

い方の額で集計

○受診率を上げるための独自の「積立制度」

・本人負担のないよう支部共済費をアップしている

・検査項目の一部を無料にして負担をなくしている

・毎月1,000円の積み立て。上部団体の助成で1回、積み立てで1回

と年2回の健康診断を実施

・平成19年度から共済費を500円アップして健康診断時の費用負担

をなくしている

・共済費として月1,500円を徴収。健康診断の補助金、病気見舞金、

長期入院時の助成金に充当

・毎月少額ずつ積み立てをしている

・年2回の健診費用は福利厚生費から支出しているので、本人負担

はない

・会費で間に合っているので積み立ては行っていない



社団法人  東京都個人タクシー協会会報平成20年3月号 第405号　盻

氏
名
　
　
　
　
所
属
団
体

享
年

病
名

＊
２
月

石
神
忠
雄
さ
ん
（
東
個
協
）
61
歳
　
前
立
腺
が
ん

山
原
和
徳
さ
ん
（
個
団
連
）
44
歳
　
心
不
全

森
嶋
良
雄
さ
ん
（
東
個
協
）
59
歳
　
心
筋
梗
塞

江
頭
修
一
さ
ん
（
東
個
協
）
58
歳
　
胃
が
ん

宮
下
健
一
さ
ん
（
豊
島
区
）
60
歳
　
心
筋
梗
塞

桑
原
利
男
さ
ん
（
都
営
協
）
57
歳
　
脳
出
血

杉
浦
賢
次
さ
ん
（
東
個
協
）
73
歳
　
多
臓
器
不
全

小
林
隆
夫
さ
ん
（
東
個
協
）
62
歳
　
気
管
支
ぜ
ん
そ
く

佐
々
木
五
郎
さ
ん
（
東
個
協
）
68
歳
　
肺
炎

　
訃
報
　
　

皆
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

  
第
31
回
街
頭
営
業
適
正
化
特
別
指
導
講
習
会

個
人
タ
ク
シ
ー
の
存
続
の
た
め
に

戦
う
仲
間
の
戦
列
に
加
わ
ろ
う

２
月
29
日
（
金
）
午
後
２
時
30
分
か
ら
、
譖
東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
会

議
室
で
第
31
回
街
頭
営
業
適
正
化
特
別
指
導
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
個
人
タ
ク
シ
ー
を
取
り
巻
く
厳
し
い
現
状
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
適
正
営
業
の
大
切
さ
を
改
め
て
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

反
省
点
を
振
り
返
る

２
時
間
の
講
習
会

　
当
日
の
参
加
者
は
、
過
去
３
年
以

内
に
２
件
以
上
の
指
導
を
受
け
た
等

の
事
業
者
10
名
と
、
そ
の
所
属
団
体

役
員
９
名
で
す
。
臼
井
晃
副
委
員
長

の
開
会
挨
拶
に
続
い
て
木
村
忠
義
委

員
長
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
譛
東

京
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
ビ
デ
オ

『
最
近
の
不
適
正
営
業
の
現
状
』
を

視
聴
し
た
後
、
指
導
部
の
金
子
昭
課

長
代
理
と
駒
井
政
彦
主
任
か
ら
不
適

正
営
業
の
現
状
報
告
と
指
導
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
中
島
通
委
員
の
閉

会
挨
拶
の
後
、
出
席
者
が
誓
約
書
を

「個人タクシーの存続をかけてともに闘っ
てほしい」と語る木村委員長

提
出
し
、
２
時
間
の
講
習
会
を
修
了

し
ま
し
た
。

　
木
村
委
員
長
と
金
子
課
長
代
理
の

講
演
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

な
ぜ
、
貴
方
が

こ
こ
に
い
る
の
か
！

木
村
忠
義
委
員
長
講
演

　
個
人
タ
ク
シ
ー
は
か
つ
て
、
社
会

の
圧
倒
的
な
支
持
を
受
け
て
拡
大
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
法
人
タ
ク

シ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
向
上
し
て

き
た
今
、
そ
の
存
在
価
値
が
薄
ら
い

で
い
ま
す
。「
個
人
タ
ク
シ
ー
は
も
う

い
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う

声
す
ら
聞
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
実

際
、
個
人
タ
ク
シ
ー
が
な
く
な
れ
ば

法
人
タ
ク
シ
ー
が
そ
の
穴
を
埋
め
る

で
し
ょ
う
。
個
人
タ
ク
シ
ー
が
な
く

な
っ
て
も
誰
も
困
ら
な
い
世
の
中
に

な
っ
て
き
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
私

た
ち
は
、
改
め
て
社
会
か
ら
必
要
と

さ
れ
る
事
業
者
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
、

生
き
残
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
状
況
の
中
で
、
い
ま
だ
に

「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
」
と
考
え
て

違
反
を
繰
り
返
し
、
真
面
目
に
営
業

し
て
い
る
仲
間
の
足
を
引
っ
張
っ
て

い
る
人
が
い
ま
す
。
目
先
の
利
益
を

追
っ
た
結
果
、
個
人
タ
ク
シ
ー
制
度

そ
の
も
の
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

ら
元
も
子
も
な
い
は
ず
で
す
。
私
た

ち
に
は
も
は
や
、
そ
う
い
う
人
を
抱

え
て
一
緒
に
や
っ
て
い
く
余
裕
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
本
当
の
利
益
と
は
、
適
正
営
業
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
す
。

ど
う
か
事
業
者
と
し
て
の
誇
り
を
取

り
戻
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て

個
人
タ
ク
シ
ー
を
存
続
さ
せ
る
た
め

に
、
存
在
意
義
を
も
う
一
度
社
会
に

認
め
て
い
た
だ
こ
う
と
頑
張
っ
て
い

る
、
多
く
の
仲
間
た
ち
の
戦
列
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
が
後

に
続
く
人
た
ち
に
対
す
る
、
私
た
ち

の
責
任
で
も
あ
る
の
で
す
。

優
秀
適
格
者
の

初
心
に
帰
っ
て

金
子
　
昭
課
長
代
理
講
演

　
昨
年
の
乗
禁
地
区
を
め
ぐ
る
指
導

は
２
４
０
件
で
、
そ
の
う
ち
個
人
タ

ク
シ
ー
は
65
件
も
あ
り
ま
し
た
。
違

反
の
言
い
訳
と
し
て
は
、
次
の
①
か

ら
③
の
順
に
多
か
っ
た
と
い
う
報
告

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

①
知
っ
て
い
て
や
っ
た

②
チ
ケ
ッ
ト
だ
か
ら

③
乗
禁
地
区
で
は
な
い
と
思
っ
た

　
ま
ず
③
で
す
が
、
新
人
の
法
人
タ

ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ら
ま
だ
し

も
、
ベ
テ
ラ
ン
ば
か
り
の
個
人
タ
ク

シ
ー
事
業
者
が
乗
禁
地
区
を
「
知
ら

な
か
っ
た
」
で
は
済
み
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
①
、
②
で
は
、
違
反
を
知
っ
て

い
な
が
ら
お
客
様
を
乗
せ
た
わ
け
で

す
か
ら
、
こ
ち
ら
も
悪
質
で
す
。

　
真
剣
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。
昨
年

10
月
か
ら
「
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
等
適

正
運
営
推
進
制
度
」
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
同
種
の
違
反
を
繰
り
返
す
と
、

行
政
処
分
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

は
個
人
の
事
業
者
に
と
っ
て
、
か
な

り
厳
し
い
は
ず
で
す
。
決
し
て
自
分

だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
営

業
が
ス
ト
ッ
プ
す
れ
ば
、
家
族
の
生

活
を
危
う
く
し
ま
す
。さ
ら
に
、個
人

タ
ク
シ
ー
の
評
価
を
落
と
す
と
い
う

こ
と
で
、
仲
間
に
多
大
な
迷
惑
を
掛

け
ま
す
。ど
う
か
、正
規
の
タ
ク
シ
ー

乗
り
場
以
外
で
の
営
業
は
控
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
初
心
に
帰
る
と
い
う

の
は
難
し
い
も
の
で
す
が
、
せ
め
て
、

個
人
タ
ク
シ
ー
の
事
業
者
に
な
っ
た

と
き
の
気
持
ち
を
思
い
出
し
、
適
正

営
業
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。 金子課長代理からは個人タクシーの指導実

態なども含めたお話がありました

平
成
20
年
２
月
期
街
頭
指
導
報
告

多
数
の
指
導
員
効
果
で
違
反
車
な
し

◆
銀
座
・
新
橋
地
区

日
時
　
平
成
20
年
２
月
29
日
（
金
）

　
　
　
午
後
10
時
か
ら
翌
午
前
１
時

指
導
班
　
石
川
委
員
、
第
８
指
導
班

　
計
５
名

タ
ク
セ
ン
特
別
公
開
指
導

　
当
日
は
セ
ン
タ
ー
指
導
員
（
制
服

組
）
が
４
組
と
私
服
組
が
数
組
出
動

し
て
い
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
土
橋

か
ら
新
幸
橋
〜
花
椿
通
り
〜
難
波
橋

へ
と
巡
回
指
導
を
実
施
。
セ
ン
タ
ー

指
導
員
が
多
く
出
て
い
た
た
め
、
違

反
車
両
は
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
新
橋
１
丁
目
（
吉
野
家
）
前
で

進
入
禁
止
違
反
を
す
る
車
両
の
排
除

と
、
外
堀
通
り
の
交
通
整
理
を
し

て
、
定
刻
に
解
散
し
ま
し
た
。

　
警
察
も
出
動
し
て
い
た
た
め
、
第

一
ホ
テ
ル
か
ら
土
橋
に
向
か
う
ガ
ー

ド
下
も
渋
滞
な
ど
は
見
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。　
　
　 

（
遠
藤
班
長
）

●
２
／
29
の
「
不
適
正
営
業
行
為
の

確
認
及
び
改
善
指
導
要
請
書
」（
団

体
長
宛
）
送
付
事
業
者
　
１
名

タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー

平
成
20
年
４
月
の
街
頭
指
導
計
画

重
点
指
導
地
区

新
橋
・
銀
座
地
区

上
野
・
神
田
地
区

・
違
法
行
為
の
防
止
指
導
及
び
乗
り

場
周
辺
の
交
通
安
全
業
務

準
重
点
指
導
地
区

渋
谷
駅
周
辺
、
新
宿
駅
周
辺

・
違
法
行
為
の
防
止
指
導
及
び
乗
り

場
周
辺
の
交
通
安
全
業
務

平
成
20
年
４
月
の
特
別
公
開
指
導

平
成
20
年
４
月
25
日
（
金
）

午
後
10
時
か
ら
翌
午
前
１
時
ま
で

銀
座
地
区
・
新
橋
地
区

・
違
法
行
為
の
防
止
指
導
及
び
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
等
適
正
運
営
推
進
制
度

規
制
違
反
の
是
正
指
導


